










































（1） 『弘治五年朝鮮板伊路波』1492 年刊 2）。以下、引用に当たり『朝鮮板伊
路波』と記す。
（2） 康 遇聖
 『捷解新語』1676 年刊 3）。
（3） ゴンザ（権左）
 『日本語会話入門』1736 年刊 4）。以下、ゴンザ『日本語会話入門』と記す。
（4） リギンズ（John Liggins）
 『英和対訳会話書』1860 年刊 5）。以下、リギンズ『英和対訳会話書』と
記す。
（5） ブラウン（Samuel Robbins Brown）
 『会話日本語』1863 年刊 6）。以下、ブラウン『会話日本語』と記す。
（6） オールコック（Sir Rutherford Alcock）
 『仏・英両語対訳、片仮名字・ローマ字による日常日本語対話集』1863
年刊 7）。以下、オールコック『日常日本語対話集』と記す。
（7） サトウ（Sir Ernest Mason Satow）
 『会話篇』1873 年刊 8）。以下、サトウ『会話篇』と記す。
（53）
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（8） チェンバレン（Basil Holl Chamberlain）
 『日本語口語入門』1888 年刊 9）。以下、チェンバレン『日本語口語入門』
と記す。
（9） 黒野義文


















































































る。約 4 カ月の北京滞在をへて 1862 年横浜に来日する。その後、『会話篇』を
上梓する 21）。
チェンバレンは上海を経由し、1873 年に来日して日本語と古典の研究に従





































ゴンザ『日本語会話入門』は会話文例の頁数が 47 頁（633 例）の小冊子で
ある。1736 年にロシアで刊行された。村山（1965）によれば、同書はゴンザ












文例の数は 3229 例（195 頁；会話編と対話篇の合計）である。サトウが校正
段階にあった同書の一部を手にしている。
オールコック『日常日本語対話集』は 40 頁（約 320 例）の小冊子である。
1863 年にパリで出版された。同書は第 1 部と第 2 部からなる。第 1 部は 7 種、
第 2 部は 16 種の話題が用意されている。
サトウ『会話篇』は 153 頁（1160 例）の中型の会話書である。1873 年に横
浜で刊行された。同書は第 1 部（Part Ⅰ）と第 2 部（Part Ⅱ）と第 3 部（Part
Ⅲ）の 3 冊からなる。第 1 部は第 1 章（Exercise Ⅰ）から第 25 章（Exercise 
XXV）にいたるローマ字表記による日本語文と和英対訳がついた対話文集で
ある。第 2 部は第 1 部の対話文の日本語に用いられている語句についての注解






黒野『露和通俗会話篇』は B4 判 630 頁の大冊である。1894 年にロシアで編


















































巻二：茶礼講定 / 茶礼問答 / 饌品器皿論難 / 封進物看品
巻三：下船宴問答 / 始行中盃礼 / 送船催答書
巻四：銅鑞看品停当 / 銅鑞看品 / 公木入給停当 / 公木入給
巻五：信使探候船 / 信使到馬
巻六：信使与島主語 / 離馬島向江戸 / 島主請下陸歇
巻七：筑前主礼候信使 / 信使接江戸使 / 入江戸見関白
巻八：信使不受金 / 信使還到大坂城 / 島主請信使餞宴
巻九：与代官相約振舞 / 和語謙讃 / 日本各道州郡
巻十上： 初相接状 / 入館後先通状 / 講定茶礼状 / 茶礼後賀状 / 茶礼後礼物
状
巻十中： 封進宴論定状 / 封進宴停当後通報状 / 宴停日封進物件為先看品事
状 / 封進宴後賀状 / 日本船出来案内状 / 着船賀状
巻十下： 銅鑞勿許出給商人事状 / 請公木米入給状 / 請廻次振舞状 / 振舞後
賀状 / 伊呂波真字半字竝録 / 伊呂波吐字 / 伊呂波合字 / 伊呂波真


































（1）Times And Seasons、（2）Numbers And Quantity、（3）Personal 
And some other Pronouns、（4）On The Wind And Weather、 
（5）Coming And Going、（6）Reading And Writing、（7）Doing And 
Making、（8）Seeing And Hearing、（9）Commands To Servants、 
（10）Eating And Drinking、（11）Having And Not Having、 
（12）Buying, And Selling、（13）Salutations And Polite Expressions、 
（14）The Language, And Understanding It、（15）Saying And 
Speaking、（16）Good And Bad、（17）Paying And Receiving Visits、 
（18）Teaching And Learning、（19）Busy And Leisure、 













No.92  Do you like Indian corn?
No.93  Do as you please.





（1）On Buying Teas、（2）Between a Foreigner and a Japanese Silk-
Dealer、（3）On Shipping Goods to Foreign Countries、 
（4）On Buying Silk、（5）Between a Master and Servant、 








（3）Going and Coming、（4）The weather、（5）Time、 
（6）Rest and Repast、（7）Travelling
第 2 部
（1）Salutation、（2）Of the Weather、（3）Of the Seasons、 




（12）The Watch time、（13）The Morning、（14）Buying and Selling、 
（15）Lacquer Ware、（16）China Ware











（1）Coming and Going、（2）Buying and Selling、 
（3）Teacher and Pupil、（4）Orders to a Servant on rising, etc、 
（5）Orders to a Servant、（6）To inquire; to ask、（7）To say, to tell, etc、 
（8）To say, to tell, etc.（politer forms）、（9）（same subject continued）、 
（10）To see, know, understand, etc、（11）On the road、（12）A fire、 
（13）Engaging a new servant, etc. Mistake, opinion, etc、 
（14）servant asks for leave. Dismissal of servant for various reasons、 
（15）The Japanese New Year、 
（16）Ehô Mairi、（17）Travelling on duty、（18）Travelling on Private 
business、（19）Travelling on Private business （concluded）、 
（20）On the study of Chinese Characters、（21）Discussion between a 
foreign Consul and a Japanese Official on a broken Contract、 
（22）The Seasons、（23）The Weather, Wind, Rain、
（24）Showers, Thunder, frost, Ice, snow, Sleet, Hail, Dew、










¶ 446 Short Phrases in Constant Use.
¶ 447 Additional Useful Phrases.
¶ 448 Easy Questions And Answers.
¶ 449 A Few Proverbs.
¶ 450 Fragments Of Conversation
¶ 451 Anecdotes Ⅰ．“True Economy.”
¶ 452         Ⅱ．“Thankful Kichibei.”
¶ 453             Ⅲ．“If They Wait, Their Ages Will Come Right.”
¶ 454・455       “Botan-Dōrō” （two Chapters of a Novel）
¶ 456            “Why?” （a leading Article.）







黒野『露和通俗会話篇』の内容は次のとおり、第 1 編と第 2 編からなる。目
次は漢字の部分のみをあげる。また目次には「奉公人。召使」のように「。」
を使用しているが、読みやすさを考え、中点（・）に改める。








































































































































































5. Any body can do that.
So-re wa do-na-ta de mo de-ki-ma-s.’
ソレ　ハ ドナタ   デモ  デキマス
Do. So-re wa da-re de mo de-ki-ru.’










































































































































Going の 1 番目の文例のように一つのセンテンスに対して、常態と敬体の 2 種
の対訳を例示している。引用文の表記は原文のとおりである。
Where are you going?   Do-Ko ni yu-ku ka.








ただ、第 2 部の（4）Of Health・Of cold と（5）Of the Health には対訳がない。





う評価をうけている 27）。そして、第 2 部には逐語訳（EX1-5）や直訳（EX1-17）


























まず『捷解新語』には原刊本の巻 1 と巻 10 の巻末に注解が収まっている。









































注解 × ○ × 〇 〇 〇 〇 〇 〇
（72）
― 64 ―
リギンズ『英和対訳会話書』の注解は（1）Times And Seasons に現れてい
る「暮れ」と「明け」の 2 語であった。
ブラウン『会話日本語』の注解は全体で 24 カ所にみられ、本文の余白や行
間に括弧で括って入れてある。いわゆるト書きである。具体的には to a 
superior（12）、to an equal（12）、to an inferior（12）、said to children（592）、





デキ（p.33）などがある。サカナには Next to rise, fish is the great staple of a 
Japanese meal. their diet consists chiefly of fish and vegetables ということば
の文化事情を、デキ（ヨウカ）には deki, dekirou, the verb・to be able・
conjugated like narou というこの動詞の活用法を記している。






of all reason（論外な）の意。「途方」the direction of the road（前途の方
向）、「も」even、「ない」the adjective non-existent, not（存在しないこ
とを表わす形容詞で not の意）の複合語。「途方」は例えば「途方に暮れる」
to be in the dark about the road or course to be pursued（途中で暗闇に
見舞われる）、to be perplexed what to do（どうすべきか分からず当惑す
る）、bewildered（当惑する）などと使われる。従って「途方もない」 は、














































では全 25 章中、21 章が日本人同士の会話設定である。
6 点目は、『会話篇』が個人名をあげていることである。『捷解新語』の場合
は「主」（朝鮮人）と「客」（日本人）という設定、ブラウンの『会話日本語』


































5） Kessinger Legacy Reprints を用いる。邦題は昭和女子大学近代文学研究室
（1959）「J. リ ギ ン ズ 」『 近 代 文 学 研 究 叢 書 』（12） に 従 う。 原 題 は『One 
Thousand Familiar Phrases in English and Romanized Japanese』である。
6） 加藤智己・倉島節尚編（1998）『幕末の日本語研究　S. R. ブラウン会話日本語―
複製と翻訳・研究―』（三省堂）を用いる。
7） BIBLIOLIFE 版を用いる。邦題は杉本（1999:529）に従う。原題は『Familiar 











































24） この文例数は原刊本の 1 章の文例が約 6 行、改修本の 1 章の文例が約 4 行なので、




26） 引用の際は EXERCISE（EX と略す）のナンバー、頁数、番号によって引用箇
所の所在を示す。



































































『THE JAPAN WEEKLY MAIL』（復刻版）、第一期第一回配本（1870-1874）：2005．
『日本史大事典』平凡社：1992．
『日本歴史大辞典』河出書房新社：1964．
『会話篇』東洋文庫：1967．
（ゆ　さむそん・実践女子大学非常勤講師・桐蔭横浜大学非常勤講師）
（79）
